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日本型直接支払交付金事業に取り組んで

問合せ先　　役場山村再生課　　☎７５－３１１７

○
交
付
金
の
種
類

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

　

用
途
：
急
傾
斜
地
等
、
耕
作
条
件
の
悪
い

農
地
の
保
全

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　

用
途
：
農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
地
域
の

共
同
活
動
に
係
る
支
援
、
地
域
資
源
の
適

切
な
保
全
管
理

　

日
本
型
直
接
支
払
交
付
金
事
業
は
、
農
地
や

農
業
用
施
設
の
適
切
な
保
全
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

尾見集落協定

尾見農地環境保全会

代表　青木　正篤さん

○
本
取
り
組
み
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
？

　

中
学
卒
業
後
郷
里
を
離
れ
、
大
学
卒
業
後
は
仕

事
の
関
係
で
、
県
外
で
の
生
活
は
50
余
年
、
退
職

後
、
郷
里
に
戻
っ
て
荒
廃
し
た
農
地
が
多
い
こ
と

に
愕
然
と
し
ま
し
た
。
地
域
の
事
情
を
伺
う
中
で

こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
、
本

事
業
の
事
を
思
い
出
し
役
場
職
員
に
相
談
し
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
、
集
落
の
農
地
所
有
者
有
志
で
本

事
業
の
説
明
を
受
け
、
活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
、

何
と
か
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

○
実
際
に
取
り
組
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

農
地
を
守
る
た
め
の
費
用
が
、
農
作
物
の
売
り

上
げ
で
賄
え
れ
ば
良
い
で
す
が
、
実
態
は
ほ
ど
遠

い
状
況
で
す
。
本
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
具
体
的

に
言
え
ば
、
草
刈
り
機
の
燃
料
や
、
作
業
日
当
な

ど
を
支
払
え
る
よ
う
に
な
り
、
農
家
が
個
々
で
保

全
し
て
い
た
農
地
を
、
集
落
全
体
で
守
る
こ
と
に

繫
が
り
ま
し
た
。
毎
回
の
共
同
作
業
に
は
多
く
の

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
外
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
集
落

の
農
地
の
保
全
に
携
わ
る
こ
と
で
、
農
業
へ
の
関

心
も
高
ま
り
、
農
地
や
農
業
施
設
の
保
全
の
機
運

が
高
ま
り
ま
し
た
。

尾
見
集
落
協
定

　
　
　（
尾
見
農
地
環
境
保
全
会
）

　
　
　
　
　
　 

代
表

　
青
木

　
正
篤
さ
ん

日
本
型
直
接
支
払
交
付
金
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で

　

本
町
で
は
、
令
和
３
年
度
末
時
点
で
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
で
は
36
協

定
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
で
は
26
組

織
が
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
４
年
度
に
新
規
で
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
の
認
定
を
受
け
た
尾
見
集

落
協
定
（
尾
見
農
地
環
境
保
全
会
）
代
表
の
青

木
さ
ん
に
、
実
際
に
取
り
組
ん
だ
感
想
を
伺
い

ま
し
た
。

○
今
後
も
農
地
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

す
か
？

　

経
費
的
な
支
援
も
当
然
必
要
で
す
が
、
地

域
の
農
家
は
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の

で
、
地
域
外
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ

る
保
全
活
動
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
私
の
集
落
で
は
今
の
ま
ま
で
は
い

ず
れ
農
業
を
担
う
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
の
で
、
少
し
で
も

農
業
離
れ
を
抑
え
る
た
め
、
今
後
は
、
機
械

の
更
新
な
ど
の
支
援
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

集
落
で
話
し
合
い
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

作
成
に
取
り
か
か
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
政
や
関
係
組
織
の
協
力
の
も
と
、
農
家
も

そ
れ
に
応
え
る
取
り
組
み
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

協定（活動組織）参加
者が共同で農地の草刈
り作業をしている様子
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